
堀尾法足首痙縮リセッターばね型 
足首の痙縮があると歩く時に非常に問題が出る。解除してから訓練すると効率的。 

 

足首痙縮リセッターばね型（解除器）材料 

 

材料・板（12 ㎝～15 ㎝幅×30 ㎝長×1.5 ㎝厚）1 枚 

・板（9 ㎝～12 ㎝幅×30 ㎝長×1.5 ㎝厚）1 枚 

・蝶番（9 ㎝幅またはそれ以下）1個 

・皿ビス蝶番用（４×12～16）蝶番穴個数 

・皿ビスバネ止め用（４×20～30）12 個 

・皿ビス足首バンド止め用（４×20～30）2 個 

・バネ（WAKI 鉄 引きバネ 1.2X10.5X140mm SR-2135）2 本 

・バネ用 S 字カン（5～8cm）2 個 

・足首固定用平ゴムコード（20～30 ㎝、止め方は工夫）１本 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

足首痙縮リセッターばね型（解除器）作り方 

 

① 板が直角に立つように蝶番を付ける。 

 

② ばね固定用の木ネジを付ける。（3 個×4 か所＝

12 個） 

③ 足首固定用のゴムベルト固定用のビスを付け

る。（左右 2 カ所ずつ） 

 

④ バネの片側に S 字カンを付ける。 

 



足首痙縮リセッターばね型（解除器）装着法 

 

① 椅子の下に適当な高さの台を置き、その上に足首リセッターを置く。 

 

② 患側の足を乗せ、かかとを角につける。 

 

③ 足首固定ゴムベルトを付ける。 

 

④ バネを付ける。（左右同じ所に付ける。強すぎないように注意。） 

 

⑤ 約１時間程度装着後外して訓練を行う。 

 

ポイント：時間はかかるが必ず動くようになる 

 

ポイント：痙縮を取って可動範囲を広げてから訓練する 

 

注意点：長時間着け過ぎないこと。 

   ：ばねは弱めの方が効果が出ます。 

 

 
 

他の作成例 

② ③ ④ 


